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改善方策

　　　　　　　　令和４年度　自  己  評  価  表（中間評価）　　
鳥取県立鳥取湖陵高等学校

中長期目標
（学校ビジョン）

「多面的な取組で専門人材を育てる鳥取湖陵高校の教育を推進する」
　①実験実習、資格取得などの実践的な教育を基礎に習得した知識・技能を社会で活用する基礎的な力も養い、勤労観・職業観を育てキャリアの充実を図る。
　②新たな学び方を通し、生徒の主体的で深い学びを促し他者と協調する能力を養う。
　③人権尊重の心を育て、自他ともに尊重する共生の精神を形成する。
　④生徒一人ひとりの心情を理解し共感と相互信頼に基づいた指導を通して、規範意識を高め、市民としての素養を身につける取組を進める。

今年度の
重点目標

新型コロナウイルス感染症拡大防止に向けた対策を十分行いながら教育活動全体
をとおして生徒理解を徹底し、一人ひとりに応じたきめ細かな教育を行う。
（１）自立を促すキャリア形成能力を育てる教育の推進
（２）協同の学びで自他を高める教育の推進
（３）学びを創造する力を高める教育の推進

①前期の資格検定は概ね予定通り実施
②高度な資格検定も取得に向け進行中
③ｲﾝﾀｰﾝﾝｼｯﾌﾟ・企業等見学は実施予定
④ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ体験先の確保にPTAが協力
⑤適性や進路希望を生かす進路指導
　生徒87.9%…R3より2.4ﾎﾟｲﾝﾄ増
⑥奨学金制度の周知徹底と相談業務を丁
寧に実施
⑦就職支援として「Handy進路指導室」
を導入し求人票の常時閲覧が可能
⑧服装や身だしなみが整う
　生徒86.9%…R3より2.5ﾎﾟｲﾝﾄ増
⑨掃除が行届き、すがすがしい環境
　生徒68%、職員58.8%
⑩ｺﾛﾅ関連・荒天時対応等で学校ﾎｰﾑﾍﾟｰ
ｼﾞやﾏﾁｺﾐﾒｰﾙ、Googleｸﾗｽﾙｰﾑ等を活用し
迅速に対応
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評価
項目

評価の具体項目
学校評価ｱﾝｹｰﾄ等評価基準　Ａ80%以上

Ｂ70%以上 Ｃ60%以上 Ｄ50%以上 Ｅ50%未満
現状 目標（年度末の目指す姿） 目標達成のための方策 経過・達成状況 評価

①②不合格者への適切な対応、計
画的な補習の実施、ICTを活用した
指導等で合格をめざす
③④ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ等は感染対策を徹底
し予定通りの実施をめざす
⑤進路行事の充実と適性検査の有
効活用
⑥奨学金制度の周知徹底の継続、
上級学校の指定校推薦枠の新規開
拓
⑦2年生の就職希望者にも「Handy
進路指導室」への登録を促し進路
意識を高める
⑧検査時だけでなく日常の服装頭
髪指導を全職員で実施
⑨掃除用具（ﾓｯﾌﾟ等）の定期的な
点検
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○地域と連携して学校外の教育力を積極的
に取り込んでいると答えた教職員の割合

○湖陵ﾌｪｽﾀ来場者ｱﾝｹｰﾄで鳥取湖陵高校に
ついてよく理解できたと答えた割合

○人権や命を大切にする心を育てる教育が
行われていると答えた生徒の割合

○学校は生徒の心身の悩みにかかわる相談
について適切に対処と答えた保護者の割合

○｢鳥取湖陵ﾁｬﾝﾈﾙ｣の視聴状況

○地域と連携、学校外の教育力を取り込む
教員H29 83％→79.6%→90.9%→80.3%→R3 92.3%

○地域交流事業をほぼ計画通り実施
iPad遠隔交流(特別支援学校)、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ交流(小学
校)、園芸交流(小学校・幼稚園)、保育実習(幼稚
園・こども園)、福祉実習（福祉施設）高大連携(天
然酵母抽出)、生産物の販売実習(わったいな）、企
業連携(店舗のロゴ製作)、国際交流(ｼﾞｬﾏｲｶ大使)等

○LGBTに関する講演会(ﾘﾓｰﾄ)、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ人権侵
害に関する研修会、コロナ感染症の人権配慮や
いじめ防止への啓発教育
○人権や命を大切にする教育が行われている
生徒 H29 75.4%→73.1%→79%→79.9%→R3 92.3%

○QUｱﾝｹｰﾄ後の面談で生徒理解に繋げた
○特別支援教育の職員研修を定期的に実施
○｢鳥取湖陵ﾁｬﾝﾈﾙ」(YouTube)は学科紹介やコ
ロナ感染防止啓発等に活用、動画配信本数 R2
7→R3 25、｢鳥取湖陵ｲﾝｽﾀｸﾞﾗﾑ｣開設

○学びの成果を地域で活かす経験を重ね、
意欲を育てる学びのｻｲｸﾙの確立を目指す

○小中学生や県民に積極的に学校を開放
し、共に学ぶ経験を重ねることで生徒の学
びを深めるとともに本校への理解を深めて
いただく機会とする

○地域活動、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動等を通じ｢ふるさ
と鳥取｣を愛する心を育てる

○障がいのある方や異世代間交流を通し、
人権を尊重し自他を愛し共に生きる心を育
む

○特別な支援が必要な生徒に配慮しつつ個
を伸ばす教育を行う

○湖陵ﾌｪｽﾀ(R3はWeb開催)など集客大規模行事
はコロナ感染対策を徹底し計画通り実施予定、
教育成果発信として推進
○本校の教育資源を活用し地域との交流事業を
継続・推進
○ｸﾗｽの実情に即した人権教育LHRに取り組み、
人権侵害や差別を許さない集団づくりを実践
○家庭と学校が共に人権学習する機会として人
権教育講演会を保護者公開で実施予定
○QUｱﾝｹｰﾄ結果等を踏まえた適切な対応、外部
機関との連携、教室環境の工夫等推進
○コロナ感染の影響もあり遅刻者が増加したこ
とを踏まえ、遅刻をしない生徒の育成対策を検
討・実践
○｢鳥取湖陵ﾁｬﾝﾈﾙ｣(YouTube)やﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、ｲﾝｽﾀ
ｸﾞﾗﾑ等を活用し、専門教育や学校行事、部活動
等の積極的な発信を推進

①湖陵ﾌｪｽﾀ(11/12)はコロナ感染対策を
徹底して実施の方向で準備中
②地域交流事業はほぼ予定通り実施
③地域と連携、学校外教育力活用
　教員83%…R3より9.3ﾎﾟｲﾝﾄ減
④人権教育講演会は生徒の意欲的な参加
が見られｱﾝｹｰﾄも充実
⑤人権や命を大切にする教育実践
　生徒87.9%…R3より4.4ﾎﾟｲﾝﾄ減
⑥PTA人権教育研修会を11月に計画
⑦2年はQUｱﾝｹｰﾄ代替「湖陵版よりよい学
校生活のためのｱﾝｹｰﾄ」実施
⑧SCや外部機関との連携が円滑
⑨個別の教育支援計画作成の研修会を初
開催し職員間で共有
⑩学校紹介DVDを新規製作し中学校での
説明会等で活用、好評を得た
⑪ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙは新形態で概ね良好

Ｂ

①湖陵ﾌｪｽﾀは規模や日程、内容等
を検討し安全かつ充実した行事を
目指す
②③ふるさと専門高校ﾌｪｽﾀの一部
中止等あったが、後期も地域交流
事業は計画通りの実施をめざす
④⑤⑥ｺﾛﾅ禍で職員の校外研修参加
が難しいため、校内研修の一層の
充実を図る
⑦⑧⑨欠席・遅刻が多い生徒に対
し保健室とSC等が情報交換・連携
しながら支援を行う
⑩⑪地域や中学生への情報発信を
学校運営協議会の力も得ながら積
極的に取り組む
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○本校の先生は授業がわかりやすいように
工夫をしていると答えた生徒の割合

○授業改善に向けて日々の取組を行うと答
えた教員の割合

○基礎力診断テストの結果が入学時より向
上する生徒の割合

○生徒の家庭学習がほぼ毎日できている生
徒の割合

○ﾀﾌﾞﾚｯﾄ型端末を使うことで授業に関心を
持ち、主体的に取り組むようになったと答
えた生徒の割合

○共用ﾀﾌﾞﾚｯﾄ型端末使用頻度　昨年度以上

○ﾀﾌﾞﾚｯﾄ型端末の活用状況調査結果

○先生は授業がわかりやすいように工夫
生徒 H29 67.8%→69.6%→73.2%→80.7%→R3 79.2%

○授業改善に向けて日々の取組を行う
教員 H29 79.7%→71.2%→81.8%→82.2%→R3 84.6%

○｢まな数｣を｢朝トレ｣、｢ﾏﾅﾄﾚ｣を｢SPI問題集｣
に変更し基礎学力の一層の定着を図った
○基礎力診断テストの結果が前年度より向上2年

59.3%(R2 48%)、3年37.5%(R2 37.5%)

○家庭学習ほぼ毎日
生徒 H29 25.8%→24.6%→25.9%→31.3%→R3 30.2%

○iPadで授業に関心 主体的に取り組む
生徒 H29 56.2％→67.7%→69.7%→69.2%→R3 68.4%
（R3情報科学科93%）

○共用ﾀﾌﾞﾚｯﾄ型端末iPad使用頻度 週30時間中
 H29 25→27.7→29.2→30→R3 30
○chromebook等端末を全常勤職員へ配布
○ICT支援員の定期来校により教職員の困り感
の軽減に繋がった
○ﾀﾌﾞﾚｯﾄ型端末活用状況は全生徒が授業におい
て使用、活用する教職員も増加 87.5%(R3)

○実践的な専門教育を通じ、産業界で必要
とされるより高度な知識、技能に挑戦する

○専門教科と共通教科の連携等の工夫を行
い、学力や学習意欲の向上を目指す

○ICT活用教育を推進し、複雑で高度化す
る情報社会で生きる力をつける

○BYODの成果と課題を検証し「一人一台端
末」を有効に活用する

○協同学習の理念を基盤にしたｱｸﾃｨﾌﾞな学
びを実践し、主体的で深い学びに導く

○校内公開授業実践・授業参観を継続実施
○専門教科と共通教科の授業連携を継続実施
○基礎学力の定着・学び直し対策として朝学
習・放課後等の学習会を継続
○基礎力診断テスト(年3回)など校外模試の実
施と活用
○観点別学習評価の共通認識と適切な運用
○一人一台端末の推進として、校内Wi-Fiの適
切な運用を目指し、本校ICT活用ﾎﾟﾘｼｰに則した
利用方法等について継続検討
○ICT活用研修会(2回)、ICT活用公開授業研究
会(１回)等校内研修会を実施及び指導に役立つ
iPad等の活用の研究を推進
○ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾅｰの視聴利用及び各種アプリを効果
的に活用した授業実践を推進
○教職員のﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末の日常的な活用の推進
(共用ﾀﾌﾞﾚｯﾄ型端末貸出簿の管理等)
○GoogleWorkspaceによる生徒との情報共有・
課題配信・健康観察等の充実

①校内公開授業実践は6回(10/25)
②授業がわかりやすいように工夫
　生徒85.2%…R3より6ﾎﾟｲﾝﾄ増
③授業改善に向け日々取り組む
　教員88.7%…R3より4.1ﾎﾟｲﾝﾄ増
④基礎学力の定着のため、動画配信(情
報科)や教科連携授業(理科と工業科)等
を実施
⑤基礎力診断ﾃｽﾄが前年より向上した生
徒割合　2年42.7%(R3 59%) 3年30.9%(R3
37%)

⑥家庭学習ほぼ毎日
　生徒34.9%…R3より4.7ﾎﾟｲﾝﾄ増
⑦学習会・夏季学習ｾﾐﾅｰに参加した生徒
は意欲的に取組んだ
⑧観点別学習評価は概ね順調にｽﾀｰﾄ
⑨1年生のChromebookは各教科で授業に
積極的に活用・推進
⑩ﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末で授業に関心、主体的取組
　生徒71.7%…R3より3.3ﾎﾟｲﾝﾄ増

Ｂ

○生徒一人当たりの取得資格数
Ａ1.7件以上　Ｂ1.5件以上　Ｃ1.2件以上
Ｄ1.0件以上　Ｅ1.0件未満

○就職内定率

○自分の適性や進路希望を生かした進路指
導が行われていると答えた生徒の割合

○服装や身だしなみがきちんと整っている
と答えた生徒・保護者の割合

○掃除が行き届き、すがすがしい環境と答
えた生徒・教員の割合

○ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等を活用して積極的に情報発信
していると答えた保護者の割合

○資格検定 合格率54.7%(R3)
生徒一人当たりの平均取得資格数1.6件(R3)
○ｽｰﾊﾟｰ農林水産業士は2年2名が取得に向け継
続(R3は1名認定)JGAP認証更新、HACCP継続
○就職内定率　100%(R3)
○県内就職率88.7%・進学率48.8%(R3)
○自分の適性や進路希望を生かした進路指導
H29 74%→78.1%→79.3%→82.5%→R3 85.5%

○服装や身だしなみが整う
生徒H29 91.9%→90.4%→92%→90.6%→R3 84.4%

保護者 H29 63.5%→59.3％→67%→67.3%→R3 61.6%

○掃除が行き届き、すがすがしい環境
生徒H29 64.2→62.8%→62.8%→68%→R3 60%
教員H29 50.0→45.8%→52.7%→50.9%→R3 58.4%

○HP等積極的に情報発信と答えた保護者
H29 76.6%→74.7%→73.5%→75.1%→R3 74.3%

○感染症関連の緊急連絡はﾏﾁｺﾐﾒｰﾙで迅速に対
応、Googleｸﾗｽﾙｰﾑも有効活用

○高度な資格検定へ積極的に挑戦する生徒
の増加(ｽｰﾊﾟｰ農林水産業士、電気工事士、
技能検定、基本情報技術者試験等)
○生徒一人当たりの取得資格数 1.7件以上
○就職内定率　100%
○ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟや企業・上級学校見学等を通
してふるさとで働き学ぶ意識を高める
○勤労観・職業観を育成し自らのキャリア
を設計する基礎を育てる
○ともに学ぶ喜びと｢学ぶ責任｣の意識を高
める
○｢見られる自分｣を意識し規範意識・社会
の一員としての自覚を高める
○保護者や地域と連携し明確かつ強力な姿
勢で生徒を育てる

○授業の充実や丁寧な指導を基本とし、難易度
の高い資格取得向けた補習等の推進
○ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟは実状に合った実施を目指し、実
施時期・内容等検討
○企業・上級学校見学等は計画通りの実施を目
指すが、困難な場合は代替を含め対応
○進路学習ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ・ｷｬﾘｱﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ等活用した系
統的な進路LHRを実施
○適性検査による自己理解・職業理解を深化
し、学年・学科・分掌で情報共有
○2年生から奨学金制度に関して周知徹底する
など進学支援を拡充
○就職支援が必要な生徒への支援体制の構築
○頭髪服装・挨拶等の指導を全職員で粘り強く
継続、保護者連絡を密にし一層の協力・信頼関
係を構築
○掃除、ゴミの分別・削減等の徹底、消毒作業
（ﾜｰｸｾﾝﾀｰ協力）の継続

①校内公開授業実践・授業参観の
職員への呼びかけを継続
②③ICT活用研修会(1月予定)等で
授業実践力のｽｷﾙｱｯﾌﾟをめざす
④⑤基礎力診断テストD3層への対
策を検討
⑥⑦家庭学習時間の確保のため、
家庭学習調査等で実態を把握し、
Googleｸﾗｽﾙｰﾑを活用した課題配信
等の工夫を図る
⑧各教科で観点別学習評価の検証
を行い後期につなげる
⑨1年生のChromebook活用状況を把
握し一層の推進を図る
⑩2・3年生ﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末の利用状況
把握のため貸出簿の記入の徹底

４
　
業
務
改
善

の
取
組

〇時間外業務時間数（教職員月平均）

○時間外業務時間数（教職員月平均）
H29 22.2時間→18.0→14.1→11.5→R3 11.1時間

○部活動はほぼ大会・練習等を実施したが、業
務の効率化により時間外業務時間はR2より微減
○校内の会議や研修会等を適宜リモートや分散
で開催したことで時間削減につながった

〇時間外業務時間月平均を昨年度以下とす
る
○適切な業務改善を継続

○勤怠管理ｼｽﾃﾑによる時間外業務時間の適切な
入力の推進
○年休等が取得しやすい環境づくりの推進
○部活動の精選を中・長期的に検討
○学事ｼｽﾃﾑの日々入力による業務の効率化
○教職員連絡の端末配信の充実

①時間外業務時間はｼｽﾃﾑ入力方法が変更
したが特に影響なく微増(月平均15時間)
②学事ｼｽﾃﾑの日々入力の導入により担任
の業務負担が軽減傾向
③職員ﾁｬｯﾄは発信者が増加するなど利用
状況は概ね良好

Ｂ
①分掌や時期によって業務過多に
なる職員については、声掛けや業
務の見直し等で軽減を図る

３
　
学
び
を
創
造
す
る
力
を
高
め
る
教
育
の
推
進

〔100%〕 〔80%程度〕 〔60%程度〕 〔40%程度〕 〔30%程度〕

Ｂ


